
本
年
度
の
市
内
史
跡
探
訪
は
、
別
府
八
湯
語
り
部
の
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
部
会
の
観
海
寺
ウ
ォ
ー
ク
（
会
長
佐
々
木
省
三
氏
）
の
世
話

役
、
旅
亭
松
葉
屋
の
吉
武
伸
剛
氏
及
び
観
海
寺
在
住
の
佐
藤
哲
朗
氏
、

別
府
史
談
会
理
事
の
矢
島
嗣
久
氏
等
の
発
案
案
内
に
よ
り
、
七
月
三
日

（
日
）
の
コ
ー
ス
下
見
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
の
見
学
コ
ー
ス
は
、
当
日
の
「
観
海
寺
ウ
ォ
ー
ク
配
布
資
料
」
（
矢

島
嗣
久
氏
作
成
）
に
沿
っ
て
振
り
返
り
ま
す
。

7６

市
内
Ｉ
観
海
寺
・
堀
田
地
区

研
修
部

堀
田
の
高
台
に
は
左
翼
の
宗
像
掃
部
の
陣
所
跡
が
あ
る
。

皇
太
子
行
啓
記
念
碑
《
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
建
立
》
、
明

治
四
十
（
一
九
○
七
）
年
十
一
月
、
大
正
天
皇
の
皇
太
子
時
代

（
一
一
十
二
歳
）
の
行
啓
を
記
念
し
て
五
年
後
に
建
立
し
て
い
る
。

②
観
海
寺
橋
高
さ
約
二
五
メ
ー
ト
ル
。

メ
ガ
ネ
橋
の
造
営
費
二
万
五
千
円
を
県
に
寄
付
。
大
正
九

（
一
九
一
一
○
）
年
に
工
事
開
始
。
大
正
十
一
（
一
九
一
三
）
年

一
○
月
に
完
成
。
橋
の
長
さ
一
一
一
三
・
五
メ
ー
ト
ル
。
幅
五
・
五
メ
ー

ト
ル
。
現
在
の
観
海
寺
大
橋
は
、
メ
ガ
ネ
橋
で
は
な
い
。
実
用
的

で
は
あ
る
が
、
面
影
も
観
光
的
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

③
昭
和
天
皇
行
幸
記
念
碑

ホ
テ
ル
白
雲
山
荘
跡
地
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
植
樹
祭
行
幸
記

念
碑
で
あ
る
。

④
ホ
テ
ル
白
雲
山
荘
跡
地

村
上
勇
衆
議
院
議
員
（
郵
政
大
臣
・
建
設
大
臣
）
の
弟
、
村
上

春
蔵
参
議
院
議
員
が
ホ
テ
ル
白
雲
山
荘
を
経
営
。
昭
和
三
十
七

（
一
九
六
三
年
五
月
大
火
。

現
在
は
平
成
十
七
（
一
一
○
○
五
）
年
一
一
月
に
開
設
き
れ
た
高
齢

者
養
護
施
設
の
「
ゆ
う
ゆ
う
の
郷
白
雲
山
荘
」
に
な
っ
て
い
る
。

て
い
る
。

①
み
ゆ
き
坂
展
望
公
園
の
説
明

石
垣
原
合
戦
、
慶
長
五
（
一
六
○
○
）
年
九
月
十
三
日
、
関
ヶ

原
合
戦
の
一
一
日
前
。
こ
の
地
は
吉
弘
嘉
兵
衛
統
幸
の
陣
所
跡
で
、

西
軍
方
・
大
友
義
続
の
右
翼
陣
で
あ
る
。

南
立
石
本
町
に
は
、
大
友
義
続
本
陣
跡
が
あ
る
。
傍
の
天
満
天

神
宮
の
天
井
絵
に
は
石
垣
原
合
戦
の
「
吉
弘
統
幸
公
」
が
描
か
れ

史
跡
探
訪
レ
ポ
ー
ト









跡
あ
り
、
広
さ
一
段
斗
、
ま
た
村
中
に
宗
像
掃
部
の
墓
あ
り
、
こ
の

村
に
寺
二
あ
り
」
と
の
一
文
が
あ
る
。
寺
二
の
一
が
当
寺
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
南
立
石
本
町
に
あ
り
、
曹
洞
宗
で
本
尊
は
釈
迦
牟
尼
座
像
。

縁
起
に
よ
る
と
、
応
安
三
年
（
一
三
六
八
・
南
北
朝
時
代
）
玉
田
和

尚
の
開
山
。
後
大
友
親
著
が
山
林
田
畑
を
寄
進
し
た
が
慶
長
の
大
地

震
で
倒
壊
、
元
和
年
間
（
江
戸
時
代
初
期
）
に
再
建
し
た
と
さ
れ
る

が
、
境
内
に
は
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
一
字
一
石
塔

や
供
養
塔
が
多
く
、
九
州
四
国
三
十
三
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
。
本

堂
南
側
の
カ
ヤ
の
大
木
は
市
指
定
の
保
護
樹
で
、
幹
囲
三
・
一
五
脚
、

樹
高
十
六
燭
で
あ
る
。

な
お
、
大
友
義
統
降
伏
の
際
、
剃
髪
し
た
寺
院
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

七
、
杉
の
井
地
熱
発
電
所

こ
の
地
は
、
昭
和
一
三
年
、
工
業
技
術
庁
に
よ
る
日
本
最
初
の
地

熱
発
電
試
験
が
行
わ
れ
た
地
熱
発
電
発
祥
の
地
で
あ
る
。
現
発
電
所

は
昭
和
五
六
年
一
一
月
に
運
転
開
始
、
出
力
３
０
０
０
Ｋ
Ｗ
で
、
ホ
テ

ル
の
照
明
を
は
じ
め
、
冷
暖
房
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
厨
房
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

八
、
大
石
橋
観
海
寺
橋

杉
の
井
ホ
テ
ル
南
東
側
前
の
朝
見
川
渓
谷
に
架
か
る
橋
が
石
橋

8０

か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

五
、
井
上
邸
鐙
絵
（
下
記
文
章
は
、
井
上
家
当
主
故
井
上
友
介
氏
の
『
別

府
史
談
』
第
二
十
一
号
記
載
文
の
抜
粋
で
す
）

鰻
絵
は
日
本
全
国
に
散
在
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
半
数
近
く
の

七
○
○
件
が
大
分
県
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
中
略
）
旧
家

の
蔵
や
住
宅
の
白
壁
に
描
か
れ
た
鶴
・
亀
・
龍
・
七
福
神
・
家
紋
な

ど
の
鰻
絵
は
別
名
漆
喰
彫
刻
、
左
官
絵
、
鰻
掛
け
、
蔵
飾
り
と
も
呼

ば
れ
、
無
名
の
職
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
素
材
は
石
灰

で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
に
海
草
や
繊
維
状
の
ス
サ
な
ど
を
混
ぜ
て
浮
彫

の
よ
う
に
盛
り
上
げ
る
。
（
中
略
）

こ
こ
の
鰻
絵
は
敗
戦
直
後
に
作
ら
れ
た
。
当
時
四
国
の
左
官
職
人

が
住
み
込
み
に
て
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
亡
き
父
が
昭
和
三
年
生
ま
れ

で
干
支
が
「
辰
」
だ
っ
た
も
の
で
デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

立
体
感
を
出
す
た
め
に
龍
を
浮
か
せ
て
飾
っ
て
い
る
所
に
他
の
鰻
絵

で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
現
在
半
世
紀
以
上
経
っ
て
い

ま
す
が
何
ら
朽
ち
落
ち
る
こ
と
も
な
く
、
当
時
の
左
官
職
人
の
技
術

の
高
ざ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

六
、
海
雲
寺

杉
の
井
ホ
テ
ル
前
の
道
を
山
の
手
へ
と
上
る
と
海
雲
寺
が
あ
る
。

貝
原
益
軒
の
『
豊
国
紀
行
』
に
「
立
石
村
中
に
大
友
義
統
宿
陣
宅
の






